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(57)【要約】
【課題】利用者毎に設定された外出通知先へ外出情報の
通知が行える。
【解決手段】電気錠装置２０は、個別ＩＤキー１０を用
いて電気錠の施解錠を行う際に、その個別ＩＤキー１０
から利用者を識別するための個別ＩＤと施解錠情報とを
読み取り、読み取った施解錠情報を正常認証したときの
み現在の錠前の施解錠状態、扉の開閉状態に応じて電気
錠２３を電気的に施錠制御し、外出により電気錠が施錠
された時には、個別ＩＤキー１０から読み取った個別Ｉ
Ｄと施錠時間を含む外出情報をサーバ３０に出力する。
サーバ３０は、電気錠装置２０から外出情報が入力され
たときに、この外出情報の個別ＩＤに対応する通知先情
報を検索し、検索された通知先情報に基づく通知対象物
４０に外出情報を通知する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
利用者を識別するための個別ＩＤと電気錠の施解錠制御に必要な施解錠情報とを記憶し、
所定の施解錠操作が行われたときに前記個別ＩＤと前記施解錠情報とを送信する個別ＩＤ
キーを用いた外出通知システムであって、
　前記個別ＩＤキーから送信される前記個別ＩＤと前記施解錠情報とを読み取り、該読み
取った施解錠情報を正常に認証したときのみ現在の錠前の施解錠状態、扉の開閉状態に応
じて前記電気錠を施解錠制御するとともに、前記電気錠の施錠時に読み取った個別ＩＤと
施錠時間とを含む外出情報を出力する電気錠装置と、
　前記個別ＩＤ毎に予め設定される前記外出情報の通知先である通知対象物の通知先情報
を記憶し、前記電気錠装置から外出情報が入力されたときに、当該外出情報の個別ＩＤに
対応する通知先情報を前記記憶された通知先情報の中から検索し、該検索された通知先情
報に基づく通知対象物に前記外出情報を通知するサーバと、
　を備えたことを特徴とする外出通知システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、各種扉に設けられる電気錠の施解錠を行う電気錠システムに係り、特に特定
の利用者が電気錠を施錠して外出した際に、その外出情報を予め設定された外部通知先へ
通知することのできる外出通知システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、防犯対策の強化を目的として、例えばオフィスビルや集合住宅等のエントランス
や玄関扉には、例えば携帯電話や携帯型の無線リモコンキー、磁気カードや非接触型ＩＣ
カード等のＩＤキーに記憶された施解錠情報を正常に認証することで錠の施解錠を行う電
気錠システムが採用されている。
【０００３】
　この種の電気錠システムでは、室外から電気錠の施解錠を行う場合、無線リモコンキー
、テンキー、ＩＣカード等の各種施解錠キーからの情報が電気錠の施解錠を許可する情報
か否かを制御部が判別し、施解錠を許可して良い情報と判別したときにモータ等の駆動手
段を駆動させ、扉枠の係止穴に対してデッドボルトを突出又は引き込むことにより、電気
錠の施解錠を行っている。そして、このような電気錠システムとしては、例えば特許文献
１に開示されるものが公知である。
【０００４】
　特許文献１の通行制御装置は、図４に示すように、相互距離が所定値以下になったとき
に通信する非接触ＩＤカード１０１とカードリーダ１０２とを備え、カードリーダ１０２
は非接触ＩＤカード１０１から送信されるデータをリードすると共に、内部に登録してあ
るデータと一致するか否かを判別し、一致したとき通行制御用の戸１０３の開放指令を出
力している。カードリーダ１０２は、同一の非接触ＩＤカード１０１のデータを連続して
リードしたことを検出する連続検出手段１０４と、戸１０３が開放されたことを検出する
戸開検出手段１０５と、連続検出手段１０４がデータの連続を検出し、且つ、戸開検出手
段１０５が戸１０３の開放を検出しないリード回数を計数し、所定時間内の計数値が所定
値を超えたとき、対応する非接触ＩＤカード１０１の判別処理を停止するか、あるいは、
戸１０３の開放指令の出力を阻止する動作停止手段１０６とを備えている。
【特許文献１】特開平１－２２３２８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、この種の電気錠システムでは、例えば子供が帰宅してマンション共用部の電
気錠を各住人の個別ＩＤを記憶した個別ＩＤキーで解錠することにより、外部にいる親が
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所持する携帯電話等に帰宅したことをメール通知する帰宅通知機能を備えたものが考案さ
れている。しかしながら、このような帰宅通知システムでは、対象がマンション等の集合
住宅の共用部分に限られており、しかも個別ＩＤキーによる認証情報が共用部の電気錠を
解錠することによる帰宅通知にしか生かせない機能であった。
【０００６】
　また、ユーザからは、外出時に個別ＩＤキー毎に設定された通知先へ外出したことを通
知する機能が要望されているが、前述の電気錠システムでは要望されている外出通知する
構成を備えていないため、外出通知をすることができなかった。
【０００７】
　そこで、本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、外出時に使用された個別Ｉ
Ｄキーに基づいて、各個別ＩＤキー毎に設定された通知先に外出通知を行うことのできる
外出通知システムを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記した目的を達成するために、請求項１に記載された外出通知システムは、利用者を
識別するための個別ＩＤと電気錠の施解錠制御に必要な施解錠情報とを記憶し、所定の施
解錠操作が行われたときに前記個別ＩＤと前記施解錠情報とを送信する個別ＩＤキーを用
いた外出通知システムであって、
　前記個別ＩＤキーから送信される前記個別ＩＤと前記施解錠情報とを読み取り、該読み
取った施解錠情報を正常に認証したときのみ現在の錠前の施解錠状態、扉の開閉状態に応
じて前記電気錠を施解錠制御するとともに、前記電気錠の施錠時に読み取った個別ＩＤと
施錠時間とを含む外出情報を出力する電気錠装置と、
　前記個別ＩＤ毎に予め設定される前記外出情報の通知先である通知対象物の通知先情報
を記憶し、前記電気錠装置から外出情報が入力されたときに、当該外出情報の個別ＩＤに
対応する通知先情報を前記記憶された通知先情報の中から検索し、該検索された通知先情
報に基づく通知対象物に前記外出情報を通知するサーバと、
　を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る外出通知システムによれば、外出時に利用者専用の個別ＩＤキーを用いて
電気錠を施錠するだけで、個別ＩＤキー毎に設定された通知対象物に対して外出情報をリ
アルタイムで通知することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の最良の形態について、添付した図面を参照しながらそれぞれ詳細に説明
する。図１は本発明に係る外出通知システムの概略説明図、図２は本発明に係る外出通知
システムの概略ブロック構成図、図３は本発明に係る外出通知システムの動作を説明する
ためのシステムフロー図である。
【００１１】
　本例の外出通知システム１は、図１に示すように、利用者を識別する個別ＩＤを記憶し
た個別ＩＤキー１０を用い、個別ＩＤキー１０から読み取った施解錠情報の正当性を認証
して錠の施解錠制御を行うべく住戸扉（玄関扉）等に設けられる電気錠装置２０と、電気
錠装置２０で錠が施錠された際に利用者が外出したことを示す外出情報を予め設定された
通知対象物４０へ通知するサーバ３０とで概略構成される。以下、各構成要件について詳
細に説明する。
【００１２】
　個別ＩＤキー１０は、図２に示すように、例えば磁気カード，ＩＣカード，非接触型Ｉ
Ｃカード等のカード状記憶媒体、携帯電話、リモコンキー等の無線型キー等の施解錠用キ
ーで構成される。個別ＩＤキー１０は、それを所持する各利用者を識別するための個別Ｉ
Ｄや施解錠を行う際に必要な施解錠情報等を記憶している。そして、電気錠装置２０を施
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解錠する際には、利用者の所定の施解錠操作により、所持する個別ＩＤキーから電気錠装
置２０に対して個別ＩＤと施解錠情報が送信される。
【００１３】
　電気錠装置２０は、図２に示すように、ＩＤ読取部２１と、電気錠制御部２２と、電気
錠２３とを備えて構成され、利用者が所持する個別ＩＤキー１０を用いて施解錠操作され
たときに、この操作に基づく各種制御を行っている。また、電気錠装置２０は、データ通
信を行うための通信インターフェースを備えており、電気錠装置２０を構成する各部との
間が通信ケーブル等の有線接続を介して各種データの通信が可能とされている。なお、本
例の電気錠装置２０は、ＩＤ読取部２１、電気錠制御部２２、電気錠２３とをそれぞれ独
立した構成として説明するが、１つの装置として各機能が組み込こまれた構成としてもよ
い。
【００１４】
　ＩＤ読取部２１は、例えばリモコンキー等の無線型キーや携帯電話から送信された施解
錠情報（施解錠操作の指示入力）を読み取るための情報読取器、磁気カード，ＩＣカード
，非接触型ＩＣチップやＲＦＩＤタグ（Radio Frequency Identification Tag）を搭載し
た非接触型ＩＣカード等の各種カード状記憶媒体から施解錠情報（施解錠操作の指示入力
）を読み取るカードリーダ等で構成され、扉の所定箇所若しくは扉近傍に設けられている
。ＩＤ読取部２１は、個別ＩＤキー１０を用いて施解錠操作された際に、その個別ＩＤキ
ー１０から送信される個別ＩＤと施解錠情報を読み取り、この読み取った個別ＩＤと施解
錠情報を電気錠制御部２２に出力している。
【００１５】
　また、ＩＤ読取部２１は、個別ＩＤキー１０を用いた施解錠操作に伴う操作状況（例え
ば施解錠動作回数や施解錠操作のエラー回数等）や、施解錠操作のモニタ情報（例えば錠
前の施解錠状態信号や扉の開閉状態信号）等の電気錠動作情報を電気錠制御部２２に出力
している。
【００１６】
　電気錠制御部２２は、記憶手段２２ａと、制御手段２２ｂとを備え、電気錠装置２０に
関する各種制御を行っている。また、電気錠制御部２２は、サーバ３０との間で例えばEt
hernet（登録商標）やインターネット等の通信手段を介してサーバ３０との間で相互にデ
ータ通信を行う通信機能を有している。
【００１７】
　記憶手段２２ａは、例えば磁気的、光学的記憶媒体若しくはＲＯＭ、ＲＡＭや電気的に
内容の書き換えが可能なＥＥＰＲＯＭ等の半導体メモリで構成され、ＩＤ読取部２１が読
み取った施解錠情報が正当な認証情報であるか否かを判別するために用いられる認証用施
解錠情報や電気錠２３の動作情報を記憶している。さらに、記憶手段２２ａは、認証用施
解錠情報や電気錠動作情報の他、電気錠装置２０を構成している各機器の機器情報、電気
錠装置２０全体の制御に関する各種データを記憶している。
【００１８】
　制御手段２２ｂは、例えばＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等を含むマイクロコンピュータで構
成される。制御手段２２ｂは、ＩＤ読取部２１が読み取った施解錠情報と、予め記憶手段
２２ａに記憶された認証用施解錠情報とを照合して正当性を判別し、正常に認証したとき
のみ現在の錠前の施解錠状態、扉の開閉状態に応じて錠前を電気的に施解錠制御するため
の駆動制御信号を電気錠２３に出力している。また、制御手段２２ｂは、錠前の施錠後に
閉扉して閉扉状態信号を検知したときに、施錠に用いられた個別ＩＤキー１０の個別ＩＤ
と施錠時間を含む外出情報をサーバ３０に出力している。
【００１９】
　電気錠２３は、例えばモータやソレノイド等の駆動装置と錠前で構成され、電気錠制御
部２２からの駆動制御信号により錠前を施錠または解錠するべく駆動し、扉枠の係止穴に
対してデッドボルトを突出（施錠時）又は引き込む（解錠時）ことにより錠前が施解錠さ
れる。
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【００２０】
　サーバ３０は、図２に示すように、住戸用サーバ３１と管理用サーバ３２とで構成され
る。各サーバには、データ通信を行うための通信インターフェースを備えており、例えば
Ethernet（登録商標）やインターネット等の通信手段を介して、電気錠制御部２２と住戸
用サーバ３１との間、住戸用サーバ３１と管理用サーバ３２との間、管理用サーバ３２と
通知対象物４０との間で、それぞれ相互にデータ通信可能に接続されている。なお、サー
バ３０は、住戸用サーバ３１と管理用サーバ３２とを一つにまとめる構成とすることもで
きる。
【００２１】
　住戸用サーバ３１は、個別ＩＤ毎に予め設定された外出情報の通知先である通知対象物
４０の通知先情報（メールアドレス等）等をデータベース化して記憶した住戸用データベ
ース３１ａを備え、電気錠制御部２２との間でデータ通信可能に接続されている。住戸用
サーバ３１は、電気錠２３の施錠時際に電気錠制御部２２から外出情報が入力されると、
この入力した外出情報の個別ＩＤに対応する通知先情報を住戸用データベース３１ａから
検索し、検索した通知先情報を外出情報とともに管理用サーバ３２に出力している。
【００２２】
　管理用サーバ３２は、住戸用サーバ３１から外出情報と通知先情報が入力されると、こ
の通知先情報に基づく通知対象物（例えば携帯電話、ＰＤＡ、パソコン等の外部機器、エ
レベータ制御部やパズルパーキング制御部等）４０に対し、例えばEthernet（登録商標）
やインターネット等の通信手段を介して外出情報を通知している。
【００２３】
　次に、上記構成による外出通知システム１の動作について図３を参照しながら説明する
。ここでは、本システムをマンション等の集合住宅に採用し、個別ＩＤキー１０を非接触
型ＩＣカードとし、住人が外出時に個別ＩＤキー１０の認証により電気錠２３を施錠し、
この施錠操作時の外出情報を通知対象物４０に通知する場合を例にとって説明する。なお
、以下の説明では、マンション等の集合住宅に採用された例であるが、例えば戸建て住宅
やオフィスビル等にも採用することができる。
【００２４】
　住人は、外出時に玄関扉を閉扉し、電気錠２３を施錠するため、施解錠操作として自分
が所持する個別ＩＤキー１０をＩＤ読取部２１にかざして個別ＩＤと施解錠情報をＩＤ読
取部２１へ送信する（ＳＴ１）。ＩＤ読取部２１は、個別ＩＤキー１０から送信された個
別ＩＤと施解錠情報を読み取り（ＳＴ２）、この読み取った個別ＩＤと施解錠情報を電気
錠制御部２２に出力する（ＳＴ３）。次に、電気錠制御部２２は、ＩＤ読取部２１から出
力された施解錠情報と予め記憶手段２２ａに記憶された認証用施解錠情報とを照合して正
当性を認証し（ＳＴ４）、認証した結果、施解錠情報が正常認証されると、電気錠２３を
駆動制御して施錠する（ＳＴ５）。
【００２５】
　次に、電気錠２３が正常に施錠されると、施錠時に使用された個別ＩＤと施錠時間を外
出情報として住戸用サーバ３１に出力する（ＳＴ６）。住戸用サーバ３１は、外出情報が
入力されると、この外出情報の個別ＩＤに対応する通知先情報を住戸用データベース３１
ａから検索し、検索した通知先情報を外出情報ともに管理用サーバ３２に出力する（ＳＴ
７）。そして、管理用サーバ３２は、住戸用サーバ３１から外出情報と通知先情報が入力
されると、この外出情報を通知先情報に基づく通知対象物４０へ通知する（ＳＴ８）。
【００２６】
　ここで、ＳＴ８において、通知対象物４０が例えば携帯電話やパソコン等の外部通信可
能な機器であった場合は、通知先情報として通知先のメールアドレスが記憶されており、
個別ＩＤキー１０で電気錠２３が施錠されると、管理用サーバ３２からインターネットを
介して通知先情報に基づく相手先へ外出情報をメール通知する。
【００２７】
　また、通知対象物４０が例えばエレベータやパズルパーキング等の建物内の共用施設で
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あった場合は、通知先情報として各共用施設の制御情報が記憶されており、個別ＩＤキー
１０によって電気錠２３が施錠されると、管理用サーバ３２から建物内に構築されたEthe
rnet（登録商標）等のネットワークを介して通知相手先に基づく共用施設の制御部へ制御
信号を出力する。これにより、通知対象物４０がエレベータであった場合は、かごを予め
入居階まで移動させて待機させる。また、通知対象物４０がパズルパーキングであった場
合は、自家用車のパレットを予め移動して出庫準備を行う。これにより、利用時の待ち時
間を軽減することが可能となる。
【００２８】
　なお、上記構成における通知対象物４０への通知は、使用される個別ＩＤキー１０、施
錠される時間帯や曜日、対象となる通知対象物４０によって、その通知方法や制御方法等
を適宜設定することが可能である。
【００２９】
　このように、上述した外出通知システムは、外出時に、利用者毎の個別ＩＤを記憶した
個別ＩＤキー１０を所定操作して電気錠装置２０に個別ＩＤと施解錠情報を出力し、この
読み取った施解錠情報を正常認証して電気錠２３を施錠したときに、この個別ＩＤキー１
０の個別ＩＤと施錠時間とを含む外出情報を住戸用サーバ３１へ出力する。住戸用サーバ
３１は、この入力した外出情報の個別ＩＤに対応する通知先情報を住戸用データベース３
１ａから検索し、検索した通知先情報を外出情報とともに管理用サーバ３２に出力し、管
理用サーバ３２から通知先情報に基づく通知対象物４０に外出情報を通知する。これによ
り、外出時に個別ＩＤキー１０を用いて施錠を行うだけで個別ＩＤ毎に予め設定された通
知対象物４０に対してリアルタイムで外出通知できる。
【００３０】
　具体的に、通知対象物４０が携帯電話であった場合には、誰が何時に外出したかをメー
ルで通知することができるため、外出先であっても即座に外出の有無を確認することがで
きる。また、通知対象物４０がエレベータであった場合は、かごを予め入居階まで移動さ
せて待機させ、通知対象物４０がパズルパーキングであった場合には、自家用車のパレッ
トを予め移動して出庫準備を行うことにより利用時の待ち時間を軽減することができ、利
便性の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明に係る外出通知システムの概略説明図である。
【図２】本発明に係る外出通知システムの概略ブロック構成図である。
【図３】本発明に係る外出通知システムの動作を説明するためのシステムフロー図である
。
【図４】従来の電気錠システムの構成を説明するための概略ブロック図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１　外出通知システム
　１０　個別ＩＤキー
　２０　電気錠装置
　２１　ＩＤ読取部
　２２　電気錠制御部
　２２ａ　記憶手段
　２２ｂ　制御手段
　２３　電気錠
　３０　サーバ
　３１　住戸用サーバ
　３１ａ　住戸用データベース
　３２　管理用サーバ
　４０　通知対象物
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